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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
物
価
高
対
策
を
や
れ
ば
や
る
程
、
物
価
は
上
が
る

衆
議
院
の
電
撃
解
散
の
結
果
、
自
民
党
が
圧
勝
。
今

回
は
与
党
も
食
品
消
費
税
を
２
年
間
ゼ
ロ
に
す
る
と
公

約
し
て
い
る
。
法
制
化
さ
れ
れ
ば
約
５
兆
円
の
マ
イ
ナ

ス
税
収
。
赤
字
国
債
が
財
源
だ
。
先
進
国
の
中
で
飛
び

抜
け
て
悪
い
財
政
内
容
。
海
外
投
資
家
は
大
丈
夫
か
と

日
本
売
り
が
加
速
す
る
。
こ
れ
が
円
安
の
最
大
原
因
。

輸
入
比
率
の
高
い
食
料
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
さ
ら

に
上
昇
す
る
の
は
必
至
。
国
力
も
低
下
し
為
替
も
近
い

う
ち
１
７
０
円
～
１
８
０
円
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

■
金
利
高
、
資
材
高
、
人
件
費
高
の
具
体
策

政
治
家
が
景
気
を
よ
く
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
全

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
突
き
進
む
こ
と
だ
。

１
．
金
利
高
対
策

昨
年
１
２
月
政
策
金
利
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
後

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
は
確
実
。
与
信
管
理
も
強
化
が

必
要
。
企
業
に
お
け
る
金
利
高
対
策
は
次
の
通
り
。

①
金
融
機
関
と
の
交
渉

１
０
０
％
金
融
機
関
は
金
利
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
い

っ
て
く
る
。
そ
こ
に
対
し
上
手
に
交
渉
す
る
こ
と
だ
。

複
数
金
融
機
関
と
の
取
引
。
そ
し
て
自
社
の
成
長
ア
ピ

ー
ル
。
売
上
伸
長
、
在
庫
圧
縮
、
営
業
利
益
の
拡
大
。

特
に
半
期
ご
と
の
業
績
推
移
は
最
も
注
視
し
て
い
る
。

②
借
入
金
の
削
減

金
利
が
上
昇
す
る
と
経
営
の
負
担
は
増
す
。
営
業
利

益
と
支
払
い
金
利
の
バ
ラ
ン
ス
。
不
要
な
借
り
入
れ
の

整
理
。
低
金
利
時
代
の
借
り
得
と
は
い
か
な
い
。

③
早
期
回
収
と
在
庫
管
理
の
徹
底

支
払
い
サ
イ
ト
の
短
縮
で
手
元
資
金
を
増
や
し
て
い

く
。
そ
し
て
在
庫
管
理
の
効
率
化
で
運
転
資
金
の
負
担

軽
減
を
目
指
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
高
く
売
る
よ
り
速

く
売
る
、
こ
の
様
な
施
策
も
時
に
は
必
要
と
な
る
。

④
仕
入
れ
か
ら
回
収
ま
で
の
短
サ
イ
ク
ル
化

金
利
が
上
が
っ
て
最
も
リ
ス
ク
な
の
は
お
金
を
寝
か

す
こ
と
だ
。
仕
入
れ
か
ら
回
収
ま
で
の
期
間
を
い
か
に

短
く
す
る
か
が
カ
ギ
。
そ
の
期
間
が
長
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
だ
と
「
勘
定
合
っ
て
銭
足
ら
ず
」
に
陥
る
。

２
．
資
材
高
対
策

円
安
、
人
件
費
高
に
よ
っ
て
仕
入
れ
コ
ス
ト
は
上
昇

す
る
。
こ
の
状
態
は
あ
と
数
年
続
く
と
考
え
る
べ
き
。

⑤
値
決
め
は
経
営(

価
格
転
嫁
）

 

稲
盛
和
夫
氏
の
名
言
だ
。
質
＝
率
と
な
る
。
単
価
を

上
げ
粗
利
益
率
を
向
上
す
る
に
は
商
品
、
フ
ォ
ロ
ー
、

特
に
人
の
質
を
高
め
な
け
れ
ば
価
格
転
嫁
は
出
来
な
い
。

⑥
相
見
積
も
り
の
徹
底

出
来
て
い
る
様
で
、
多
く
の
組
織
が
徹
底
さ
れ
て
い

創
刊
よ
り
２
９
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

ワンポイントトーク【 経営を圧迫する超コスト高。全社一丸となり利益確保に取り組まなければ企業の存続無し！】

～
現
場
で
実
践
す
る
１
２
の
対
策
～

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
付
き
合
い
や
取
引
先
を
変
え
る
こ

と
が
面
倒
臭
い
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
。
一
円
の

利
益
に
対
す
る
危
機
感
が
完
全
に
不
足
し
て
い
る
。

⑦
内
製
化
と
外
注

勝
て
る
土
俵
で
勝
負
す
る
こ
と
だ
。
自
社
の
強
み
は

内
制
化
し
圧
倒
的
差
別
化
を
図
る
。
利
益
貢
献
が
低
い

業
務
を
外
部
委
託
す
る
。
そ
の
見
極
め
判
断
が
重
要
。

⑧
粗
利
益
率
の
高
い
商
品
の
交
渉

こ
こ
が
盲
点
。
粗
利
益
率
が
低
い
商
品
は
目
の
色
を

変
え
仕
入
れ
や
、
値
上
げ
交
渉
を
す
る
は
ず
だ
。
粗
利

益
率
が
高
い
商
品
は
そ
こ
ま
で
熱
心
な
交
渉
は
し
て
い

な
い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
切
り
口
だ
。

⑨
粗
利
益
率
目
標
の
死
守

考
え
る
人
材
を
育
成
す
る
。
新
規
開
拓
を
積
極
的
に

展
開
す
る
と
粗
利
益
率
は
低
下
す
る
。
粗
利
益
率
の
低

い
商
品
も
あ
れ
ば
高
く
取
れ
る
先
も
あ
る
。
原
価
意
識

を
強
く
持
つ
こ
と
で
帳
尻
り
（
粗
利
益
率
）
は
合
わ
せ

ら
れ
る
。
生
産
性
の
高
い
人
間
は
粗
利
益
率
が
高
い
。

３
．
人
件
費
高
対
策

春
闘
も
始
ま
る
。
今
年
も
５
％
～
６
％
を
目
指
す
と

鼻
息
が
荒
い
。
し
か
し
そ
れ
に
は
ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
賃
上
げ
は
経
団
連
加
盟
の
大

手
１
６
０
０
社
が
対
象
。
日
本
は
９
９
％
が
中
小
企
業
。

取
る
べ
き
人
件
費
高
対
策
の
着
眼
は
次
の
通
り
。

⑩
ベ
テ
ラ
ン
で
生
産
性
の
低
い
社
員
の
処
遇
を
検
討

入
社
歴
は
長
い
が
生
産
性
は
低
い
。
し
か
し
そ
れ
な

り
の
賃
金
。
そ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
な
い
と
若
い
人
間
の

賃
金
は
上
が
ら
な
い
。
人
事
制
度
の
見
直
し
も
必
要
。

⑪
間
接
部
門
の
強
化

営
業
事
務
、
総
務
、
経
理
等
が
そ
う
だ
。
数
字
に
は
出

て
こ
な
い
業
績
貢
献
を
果
た
す
と
、
一
気
に
生
産
性
が

高
ま
る
。
商
品
知
識
も
あ
り
見
積
も
り
策
定
も
で
き
る

事
務
。
管
理
会
計
の
月
次
決
算
が
月
初
に
出
る
経
理
。

そ
れ
も
少
数
精
鋭
で
小
さ
な
間
接
部
門
が
理
想
。

⑫
労
働
生
産
性
を
高
め
る

こ
れ
こ
そ
人
件
費
対
策
の
一
丁
目
一
番
地
。
具
体
的
に

は
社
員
一
人
当
た
り
の
年
間
の
獲
得
粗
利
益
（
付
加
価

値
）
だ
。
メ
ー
カ
ー
で
社
員
一
人
あ
た
り
１
５
０
０
万

／
年
以
上
。
そ
れ
以
外
の
業
界
で
１
３
０
０
万
／
年
。

■
経
営
と
は
人
を
育
て
自
己
資
本
比
率
を
高
め
る
こ
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
人
の
価
値
は
反
映
さ
れ
な
い
。

実
は
そ
こ
が
カ
ギ
。
目
に
見
え
な
い
含
み
益
だ
。
中
小

企
業
は
人
を
育
て
コ
ツ
コ
ツ
利
益
を
積
み
上
げ
自
己
資

本
比
率
を
高
め
る
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
れ
こ
そ
が
物
価

高
、
資
材
高
、
人
件
費
高
に
対
応
で
き
る
強
い
企
業
体

質
と
な
る
。(

株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

 
  

国
吉
拡
）

金
利
高
、
資
材
高
、
人
件
費
高
に
打
つ
べ
き
手
は
こ
れ
だ
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